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１ 行政事業レビューシートの内容確認・助言の実施

● 各部局に対して、行政事業レビューシートの作成過程において役立つ観点を提供するため、EBPM担当はEBPMに関する
留意事項を作成し、周知。

２ 研修の実施

① 基本的な知識を学ぶ初任者向けの講義（１回）
② 経験者向けのワークショップ（WS）形式の研修（３回）
③ 国土交通大学校における研修（２回）
 ※今年度より経験者向けのワークショップ開催前のEBPM講義（１回）

 慶應義塾大学 中室牧子先生（１０月１６日実施予定）

３ 優良事業改善事例に関する取組

(1) 優良事業改善事例の表彰・政務官報告

(2)優良事業改善事例の省内展開

４ EBPM作成支援ガイド(案)改訂版の作成

【政務官報告会の様子】

令和７年度における主な取組
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政務官も参加する「EBPM改善事例報告会」において、優良事

業改善事例の紹介、政務官からの講評、担当部局との意見交換
を実施。(令和7年9月17日）

【R6 研修（WS形式）の様子】

各部局が行政事業レビューシートを更新、作成する際の参考とし

各部局によるEBPMの取組を促進するため、上述の優良事業改

善事例を省内イントラネット及び国土交通省ＨＰで公開・共有。

 各部局が行政事業レビューシートを更新、作成する際の参考と

 して、「国土交通省行政事業レビューシート(EBPM)作成支援
ガイド(案)改訂版」を作成。



１ 行政事業レビューシートの内容確認・助言等の実施
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各部局に「令和７年度国土交通省行政事業レビューシートの作成に際してのEBPMに関する留意事項につい
て」を周知し、行政事業レビューシート作成に役立つ観点を提供。（以下は一部を抜粋）

Ⅰ 主にロジック関係

① 事業概要とアクティビティとの関係
事業概要に複数の手段が記載されているが、それらの手

段に紐付くアクティビティが１つだけであり、全体像が分かり難
いものがある。

⇒ 事業として複数の主要な手段を含む場合には、主な
手段別にアクティビティを設定することが基本である。

② アクティビティとアウトカムとの関係
アクティビティの記載内容からは理解し難いアウトカムが設
定されているなど、アクティビティとアウトカムの関係が明瞭に
分からないものがある。

⇒ アクティビティそのものを再検討する、アクティビティの
実施によるアウトカムとなるよう見直す、アクティビティと
アウトカムの繋がりが分かるように説明を加えるなどの検
討が必要であると思われる。

③ ロジックモデルの構成
アクティビティから短期と長期のアウトカムまでの繋がりを合理
的に理解できるようなロジックモデルとは必ずしも言えないもの
がある。

⇒ それぞれの繋がりが分かるようにロジックモデルを再検
討してはどうか。また、ロジックに一定の合理性はあるが、
記載内容から内容を理解し難い場合には、担当者が分か
るだけではなく、一般的にも理解されるように説明を加えて
はどうか。

Ⅱ 各論

① 現状・課題
「現状・課題」の記載内容、又は、施策対象の動向把握が
不十分である場合があるため、アウトプットや短期アウトカムの
指標との関係が分かり難いものがある。

② アウトプットとアウトカムの混同
アウトカムにアウトプットの要素を記載している場合がある。
アウトプットとアウトカムは区別して記載することが基本。

③ アウトプットとアウトカムの乖離
アウトプットと短期アウトカムの関係が分かり難い場合がある。
両者の内容を再考した上で、それぞれの繋がりを再検討しては

どうか。

④ 短期と長期のアウトカムの関係
事業の進捗を短期・中期・長期で捉え、それぞれに相応しい

指標を設定することが望ましい。

⑤ 事業の効果を捉えられる適切なアウトカムの設定
施策対象とそれ以外の施策対象の効果等を比較することによ

り、対象事業の成果を確認できるよう工夫できないか。

⑥ 事業の達成度が見えにくいアウトカムの設定
アウトカムとして、毎年度の成果実績がほぼ変動しない指標

を設定しており、達成状況が分かり難い場合がある。
事業の効果の状況を捉えられる指標の設定を検討できないか。



１．趣旨
 主として行政事業レビューシート作成の業務経験が少ない者を対象として、ロジックモデルの構築やアウトカム指標の設定

等の方法の理解を深めることを目的として実施。

２．開催日程・形式
・ 2025年5月14日（水）14:00～15:30（90分間）
・ 講義形式：オンライン

３．研修講師
深谷 健 津田塾大学 総合政策学部 総合政策学科 教授

４．参加者数
約180名 ※（参考）昨年度実績85名

5．講義概要

⚫ 主な講義内容は以下のとおり。
① EBPMの基本事項
② 適切なアウトカムの設定
③ 国土交通省優良事例へのコメント
（詳細は右表参照）

⚫ ①と②の最後には、講義内容を確認す
る簡単なテストを行い、オンライン形式の
講義ではあるものの、可能な範囲で双
方向の形式となるよう工夫した。

大項目 中項目

①EBPMの基本事項

EBPMの考え方
エビデンス
因果関係
ロジックモデル
目標・指標の設定プロセス
ポイントの確認①（ミニテスト）

②適切なアウトカムの設
定

アウトカム
指標の設定
指標の継続的見直し
EBPMとナッジ
ポイントの確認②（ミニテスト）

③国土交通省事例へのコ
メント

令和６年度の国土交通省の優良事例等の
講評を通じた、ロジックモデルの実践に
係る解説

２ 初任者向け研修の概要 （研修①）
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１．趣旨
 主として行政事業レビューシートの作成経験者等を対象として、公開プロセスの対象事業等を題材に、ロジックモデルの
構築やアウトカム指標の設定等の方法について理解を深めることを目的として実施。

２．開催日程・形式
・ 日程：①2024年12月12日（木）②2025年１月28日（火）③2025年２月25日（火）、各２時間程度
・ 形式：ワークショップ（WS）形式、対面

３．研修講師
・ 森安 亮介 慶応義塾大学経済研究所 パネルデータ設計・解析センター/産業研究所 共同研究員
・ 田中 麻衣 株式会社NTTデータ経営研究所 社会システムデザインユニット マネージャー

４．参加者数（実績）
41名（①18名、②12名、③11名）
（うち、課長補佐級7名、係長級18名、係員等16名）

５．概要
題材を基にした講義と討議・発表を実施。

２ 経験者向け研修（WS形式）の概要（研修②）

大項目 中項目

①【講義】 ロジックモデルの概要と作成における課題 ロジックモデルの作成において混同しやすい概念等の紹介

②【講義】 国土交通省におけるロジックモデルと難しさ 公開プロセス対象事業に関する有識者の指摘事項の紹介

③【討議・発表】 グループでのロジックモデルの検討・発表
公開プロセス対象事業のロジックモデルを用いたグループ討議、検討結果の
発表

④【講義】 ロジックモデルの課題への対応に向けて 公開プロセス対象事業の見直し後のロジックモデルを用いた解説・グループ
討議の講評

⑤【講義】 アウトカム指標設定の検討の視点 アウトカム指標を設定する際の留意点、検討の視点の紹介
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【講義の様子】 【発表の様子】

※本ページは令和６年度の内容であるが、令和７年度も同様に実施予定



２ 国土交通大学校における研修の概要（研修③）
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１．目的
 新任監督者として必要な基礎的知識を修得することであり、以下を重点項目とする。
① 新任監督者としての役割の理解
② 国土交通行政の今後の方向性や公務員倫理に関しての再確認
③ マネジメント能力やリーダーシップに関する基礎的知識の修得

２．開催日程等
令和７年５月1２日（月）～５月1５日（木）の４日間（柏研修センター、宿泊研修、55人）

３．主なカリキュラム
 ワークライフバランスの充実、メンタルヘルスと健康管理、国土交通省における統計業務、EBPM、公務員倫理、文書

管理、人権問題、新任管理者の役割、タイムマネジメント、情報セキュリティ、アンガーマネジメントなど

初任係長（本省）研修

１．目的
 課長補佐として必要な管理能力の向上を図ること。

２．開催日程等
 令和７年６月３０日（月）～７月３日（木）の４日間（柏研修センター、宿泊、14人）

３．主なカリキュラム
公務員倫理、人事評価技術の修得、EBPM、人材育成のためのコーチング、ロジカルシンキング、情報セキュリティ、
アンガーマネジメント×メンタルヘルス、文書管理、ワークライフバランスの充実、ハラスメントの防止、人権問題など

本省課長補佐級研修

本省の新任者向け研修（課長補佐、係長）の際、カリキュラムの一つとしてEBPMの講義を実施。



３ 令和７年度「優良事業改善事例」の政務官報告会

○ 政府全体として、令和5年度よりEBPMの観点から優れた行政事業レビューシートを優良事業改善事例と
して選定。

○ 国交省でも同年度から優良事業改善事例を選定し、それを省内展開することにより、個々の行政事業レ
ビューシートの改善を促進。

優良事業改善事例の選定

⚫ 令和7年度の選定は、主として令和6年度及び令和7年度の公開プロセス対象事業を候補として実施。

⚫ 令和7年9月2日（火）の有識者会合の議論を経て、国土交通省として「地価公示」に決定。

伊藤 伸 一般社団法人構想日本総括ディレクター

川澤 良子 Social Policy Lab Inc. 代表取締役

小林 庸平 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 政策研究事業本部経済政策部 主任研究員

深谷 健 津田塾大学教授、国土交通省EBPMアドバイザー

(1) R７年度の優良事業改善事例
「地価公示」（不動産・建設経済局 土地政策審議官部門）
・比較的わかりやすいアウトカム指標を設定していたが、課題に合わせてアウトプットを３つに細分化。
・アウトプット毎に短期の成果目標を設定し、それに合わせてロジックモデル全体も見直し。

(2) 優良事業改善事例の政務官報告会（9月17日（水）17:15～17:45）

⚫ 不動産・建設経済局 土地政策審議官部門からEBPMに関する改善点を説明。

⚫ 政務官から、有識者の指摘を踏まえて改善したことを評価・激励。

⚫ 記念撮影。（※表彰は官房長。表彰状は手交済み。）

【政務官報告会の様子】

R7優良事業改善事例の政務官報告会
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○ ロジックや指標が共通的な傾向にある事業分野として９つを設定
し、それぞれの分野別に指標例や留意点を記載。

○ 上述は、左記の「①広報・普及啓発」の例。

４ 国土交通省行政事業レビューシート（EBPM）作成支援ガイド（案）
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○ 行政事業レビューシート(EBPM)の作成に当たって、その知見を蓄積して質を高めるとともに、各部局の
作成に要する負担を軽減することを目的として「国土交通省行政事業レビューシート(EBPM)作成支援ガイ
ド(案)」を新たに作成。これにより、令和７年度以降、作業の効率化や内容の改善に貢献することを期待。

○ この作成支援ガイド(案)は、国土交通省の約600の行政事業レビューシートにおける主なアクティビティ
ごとに事業分野を整理・類型化し、共通的または典型的な指標やロジックを整理。

〇  本ガイドは令和６年度に作成しており、令和７年度は内容の改善を実施

１．基本事項

① 本資料の目的及び位置付け

② 本資料の活用方法

③ 事業分野の一覧

④ ロジックモデルの基本的な考え方

２．アクティビティ別の設定ガイド

① 広報・普及啓発

② 研修・人材育成

③ 案件組成

④ 調査事業

⑤ 研究開発

⑥ 観測・測量

⑦ 審査・検査/監督・監視（法執行）

⑧ 施設等整備・運営

⑨ 補助金・交付金

作成支援ガイド(案)の目次



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和７年度優良事業改善事例
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【令和７年度優良事業改善事例】 地価公示

◼ 一般の土地取引価格の指標や課税評価の基準等、公的土地評価体系において
基幹的な役割を担っている

◼ そのほか、公共事業用地の補償金額の算定、経済指標等様々な役割を果たし
ている

地価公示の概要地価公示の概要

◼ 地価公示法に基づき、昭和４５年（１９７０年）より実施

◼ 土地鑑定委員会が、標準的な地点（標準地）を選定し、

毎年１月１日時点における１㎡あたりの正常な価格を

判定して官報で公示（３月下旬）、ホームページで鑑

定評価書も公表

◼ 地価公示価格は、土地評価において基幹的な役割を

果たすため、判定に当たっては、２人の不動産鑑定

士の鑑定評価を求め、その結果を審査・調整

◼ 地価公示においては、土地鑑定委員会により委嘱さ

れた約２，２００人の鑑定評価員（不動産鑑定士）が

全国２６，０００の地点について鑑定評価を実施

地価公示の役割地価公示の役割

〇 一般の土地取引価格の指標や課税評価等の公的土地評価の基幹的な役割を担う地価公示
について、必要な地点数における毎年1月1日時点の正常な価格の判定を着実に実施する。

※地価公示と重複する地点については、地価公示の結果を課税評価に活用しており、課税当局による独自の鑑定評価は行われていない
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インプット アクティビティ アウトプット アウトカム（成果目標） インパクト

正常な価格を公
示することにより、
一般の土地の取
引価格に対して
指標等を与える。

予算：
37.2億円

【短期】

システムリニューア
ルに伴う問い合わせ
に的確に対応するこ
とにより、利用者が
これまでと同様に情
報へアクセスできる
よう努める。

適正な地価
の形成

行政等にお
ける政策の
効果的な推
進

【中・長期】

地価公示情報を掲
載しているホームペ
ージのアクセス件数
を過去４年平均の約
29,000,000件より増
加。

毎年1月1日時

点における標
準地の正常な
価格を3月に公
示。

さらに公表する
上での地価公
示の閲覧サイト
についての改
善を行う。

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム（成果目標） インパクト

①適切な標準地
の配置の見直し

②調査方法等の
継続的な改善

③結果の提供方
法の工夫

予算：

予算：
37.2億円

【短期】

利用者にとって使い
やすい標準地が選
定される

必要な精度を維持し
つつ、調査体制の持
続性が高まる

利用者数・利用者層
が拡大する

適正な地
価の形成

行政等に
おける政策
の効果的
な推進

【中・長期】

毎年の公表結果
及び長期にわた
るデータの蓄積が
様々な利用者に
よって活用される

全国26,000の

標準地を対象
として地価公示
を実施

鑑定評価員の募集・
委嘱／鑑定評価員
による年間作業／公
示価格の判定・公表

改善前

改善後

① アクティビティとアウトプットの関係性を整理し、課題に合わせてアウトプットを３つに細分化。

② アウトプット毎に短期の成果目標を設定し、それに合わせてロジックモデル全体も見直し。

ロジックモデル改善のポイント
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事業効果の発現経路とアウトプット指標・アウトカム指標の検討

鑑定評価員
による
年間作業

公示価格の
判定・公表

アクティビティ

鑑定評価員
の募集・委嘱

②調査方法等の継続的な改善

①適切な標準地の配置の見直し

③結果の提供方法の工夫

アウトプット 短期アウトカム 中長期アウトカム

利用者にとって使いやすい標準地が選定される

必要な精度を維持しつつ、調査体制の持続性が高まる

利用者数・利用者層が拡大する

・ 公共事業部局が用地価格算定の根拠として使いやすい
・ 税務当局が課税評価の基準として使いやすい
・ 不動産鑑定士が一般の鑑定評価の規準として使いやすい

・ 一般の国民が土地取引等に当たって参照しやすい
・ 民間事業者が情報を加工して活用しやすい
・ 行政機関や研究者が経済指標や政策の成果指標として使
いやすい

・ 公的土地評価体系の根幹としての十分な精度が確保される
・ 鑑定評価員が減少する中でも、デジタル技術の導入、鑑定
評価員のスキルアップよって作業効率が向上する

毎年の公表結果
及び長期にわたる
データの蓄積が
様々な利用者に
よって活用される

・ 標準地の点検の実施
・ 要件を満たさなくなった標準地の
選定替の実施

・ 鑑定評価員の委嘱要件の見直し
・ 業務フローのデジタル化
・ 全体の精度に大きな影響を与えな
い休止地点等の選定

・ 不動産情報ライブラリ等での公表方
法の改善
・ 様々な利用者のニーズを踏まえた提
供方法の工夫やカスタマイズ

【アウトカム指標】
・ 一般の土地取引、課税
評価等の指標及び経
済指標や政策の成果
指標としての活用数
（※定性的なアウトカ
ム）

×地価公示の幅広い利
用者（国民）の満足度
※活用されている場面を
行政としてすべて捕捉
するのは困難

【アウトプット指標】
・選定替を行った地価公示標準地の
割合

【アウトカム指標】
・行政機関等のユーザーの意見を反映させて選定替を行った
地点の選定替地点に占める割合
×地価公示標準地の直接的なユーザーの満足度

【アウトプット指標】
・ 鑑定評価員の委嘱者数
・ 鑑定評価員一人当たりの事例割当件数
・ 休止地点数

【アウトカム指標】
・ 鑑定評価員一人当たりの生産性 （※定性的なアウトカム）
×地価公示作業におけるデジタル化の進捗率
×鑑定評価員のスキルアップの進捗率
※精度や効率化の水準を定量的に評価する指標の設定は現時
点で困難であり、引き続き指標開発を検討

【アウトプット指標】
・ 調査実施地点数
・ 取引価格情報の公表件数

【アウトカム指標】
・ 地価公示情報を掲載しているホームページのアクセス件数
・ 地価公示情報に関するＡＰＩ接続のリクエスト数、業種等

【凡例】
・ 採用する指標
×現在入手でき
ない指標 11
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